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希望者にお配りしています。
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群馬県のがん対策に協力する企業等

　群馬県では、企業・団体等と協力して、がん対策の重要性等を普及啓発する
ため、「群馬県がん対策連携企業」登録制度を実施し、随時募集しています。

詳しい内容は、県のホームページをご覧ください。
https://www.pref.gunma.jp/site/gantaisaku/2599.html

※両方の分野でも、いずれか1つのみでも登録できます。

※推進企業：宣言企業の登録から1年以上経過し、一定の要件を満たす企業として別に登録します。

群馬県がん対策連携企業登録企業（R7.3.1時点）

がん検診受診率向上分野 がん患者就労支援分野

がん検診受診率向上や、がんに罹患した従業員の支援に取り組む企業

・健康診断にがん検診を取り入れる。
・従業員等に対するがん検診の受診勧奨等を行う。
・企業が有する顧客網や、ネットワークを活用し、
　がん予防・がん検診の普及啓発に取り組んでいる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など･･･

がん検診受診率向上
【推進企業：8企業】
●群馬ヤクルト販売(株) ●大塚製薬(株)高崎出張所　●中外製薬(株)関東北・甲信越統括支店　 　
●(株)ジーシーシー　●華光HANAHIKARI　 ●(公財)群馬県健康づくり財団
●柴山流通管理(株)　●武田薬品工業(株)北関東エリア

がん患者就労支援
【推進企業：3企業】
●中外製薬(株)関東北・甲信越統括支店　●(医)パテラ会　●(公財)群馬県健康づくり財団

【宣言企業：14企業】
●原町赤十字病院　●(株)ジーシーシー　●(株)群馬銀行　●協和キリン(株)北関東支店　　　
●日本生命保険相互会社群馬支社　●日本生命保険相互会社太田支社　
●第一生命保険(株)群馬支社　●太陽誘電(株)　●ブランケット行政書士事務所　●(医)美心会
●温泉宿　塚越屋七兵衛・香雲館　●第一生命保険(株)太田支社
●田辺三菱製薬(株)群馬第一営業所　●(株)栗原医療器械店

【宣言企業：38企業】
●（一財)日本健康管理協会北関東支部　●(一社)伊勢崎佐波医師会病院成人検診センター　
●産科婦人科舘出張佐藤病院　●原町赤十字病院　●(医)パテラ会　●(医)石井会石井病院
●(医)美心会　●桐生信用金庫　●ぐんまみらい信用組合　●(株)群馬銀行　●ヤマキ(株)群馬事業所　 　
●(株)ヤマダホームズ　●協和キリン(株)北関東支店　 ●(株)中島自動車電装　●(株)クスリのマルエ　
●SOMPOひまわり生命保険(株)群馬支社　●(株)小池ケアサアービス
●アクサ生命保険(株)群馬支社　●第一生命保険(株)群馬支社　 ●第一生命保険(株)太田支社
●三井住友海上あいおい生命保険(株)　●日本生命保険相互会社群馬支社　●日本生命保険相互会社太田支社
●(一社)生命保険協会 群馬県協会　●マンモグラフィトレーニングスクール　●赤尾商事(株)
●会津喜多方らーめん新田店　●TSPネット群馬　●温泉宿　塚越屋七兵衛・香雲館
●ブランケット行政書士事務所　●(株)保険ステーション 藤岡事業所　●ソニー生命保険(株)
●アフラック生命保険(株)群馬提携支社　●(福)マグノリアニセン　●vert eye lash　●桂建設（株）
●日本ベーリンガーインゲルハイム（株）　●アッヴィ（同）

・従業員等ががんになったときに、短時間勤務制度や
　通院のための時間単位の休暇制度など、治療と仕事の
　両立をしやすいよう社内環境の整備を進めている。　
・就労支援に関するセミナー等に参加したことのある
　役員・従業員がいる。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 など･･･
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～サポートブックはサポートします～

大切なあなたの心が
少しでも和らぐことを願って

群馬県健康福祉部健康長寿社会づくり推進課

　このサポートブックは、がんと診断された方、がんを治療中の方、
がんの再発に不安を感じている方や、家族のがんを心配されている方
に役立つ情報を、わかりやすくまとめています。（特に記載がない場
合は、令和7年3月現在の情報）
　様々な立場の方々により、どのようにがん患者さんをサポートする
のかが書かれています。
　県民の皆さんにも、是非、このサポートブックを読んで、がんのこ
とを考えていただき、地域や職場も一体となって「支え合う社会」を
つくりましょう。

前橋市
@chao.2416
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　　片品村
@ptarmigan_diary

第１章 がんが心配なとき
～あなたを支えるかかりつけ医・かかりつけ薬剤師～

リレー・フォー・ライフ・ジャパンぐんま

実行委員長　大島 主好
（事務局　群馬県健康づくり財団　企画広報課）　

　リレー・フォー・ライフは、がんと闘う方々の勇気をたたえ、がん患者や家族、
友人、支援者と共に地域一丸となってがんと闘う連帯感を育み、がんで悩むこ
とのない社会を実現するために、夜通し交代で歩きながら行うチャリティーイ
ベントです。
　１９８５年、アメリカ・ワシントン州のタコマで、一人の医師が陸上競技場のト
ラックを２４時間走り続け、アメリカ対がん協会への寄付を募ったことが、このリ
レー・フォー・ライフのはじまりです。「がん患者は２４時間、がんと向き合ってい
る」という想いを共有し、がん患者を支援するためでした。現在、世界３４か国
２,４６０か所で開催、日本全国でも約５０か所で開催されています。
　群馬県では、２０１３年に初めて開催されて以来、多くの企業や関係団体から
ご支援をいただき、参加者数・募金額ともに全国最大級の規模に成長していま
す。
　１２年目となった今年は、がんを正しく学び、また、医師とサバイバーの交流
の機会として、ドクター講座をサバイバーズテントにおいて開催しました。
　秋晴れの下、歩き始めた参加者のリレーは、翌朝、空がドーンパープルに明
け始める頃になっても、途切れることがありませんでした。
　来年の再会を約束し合って、リレー・フォー・ライフ・ジャパン２０２４ぐんまは無
事に終了となりました。
　このイベントはどなたでも
参加できます。ご都合に合わ
せて、短い時間でも構いませ
ん。
　がんに負けない群馬をつく
るため、多くの皆様のご参加
をお待ちしています！

リレー・フォー・ライフ・ジャパンぐんまにご参加ください

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2024ぐんま


